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第3期廃プラスチック燃料化プラント稼動開始
― 廃棄物リサイクル事業の拡大 ―
株式会社トクヤマ
当社では、徳山製造所内のセメント工場（南陽工場：山口県周南市）において昨年10月より建設を進めていた「廃プラスチック（廃プラ）燃料化プラント」の第3期工事を完了し、試運転を経て8月より本格稼動に入った。
当社は早くから廃プラの再資源化に取り組み、1999年に年間処理能力1.5万トンの廃プラ燃料化プラントを建設したのに続き、2001年には3万トンのプラントを増設して受け入れ量の拡大を図ってきた。その後も受け入れ拡大の要請は強く、今回の第3期分4万トンの増強に至った。これにより、廃プラ燃料化プラントの年間処理能力は合計8.5万トンとなった。将来的には第5期まで計画しており、年間16.5万トンの能力を目指す。

尚、本プラントについては、すでに新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の補助金が認定されている。
当社は、昨年４月より資源環境事業グループを事業主体とし、全社的な事業として環境事業に取り組んでいる。 今後も、セメント工場を社会から発生する大量の廃棄物を再資源化する事業の拠点とし、持続可能な社会づくりに貢献していく。
＜参考＞ 本技術は、経済産業省が主催する「資源循環技術・システム表彰」において、
平成14年度経済産業省産業技術環境局長賞を受賞している。

添付資料：第3期廃プラ燃料化プラント写真 １点
本件に関するお問い合わせ先 ： 株式会社トクヤマ 広報グループ
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